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Abstract: 本研究では、対話エージェントの外見によりユーザーの自己開示や行動の変化がどの

程度生じるのか、ユーザーの属性と機微情報などの対話の内容の項目に関して調査を行う。被対

話者が人の場合にはその属性により対話内容に変化があり、また対話エージェントでは発話を抑

止しない効果も報告されている。一方で、対話エージェントの外見属性によっては、ユーザーか

らの信頼や心理リアクタンスの低下により得られる情報が低減したり、特定の社会集団へのバイ

アスを強くしたりと、悪影響をおよぼす可能性がある。そのため、対話エージェントを設計する

指針が必要であり、その１つとして、本研究では医療における対話想定し、対話エージェントの

キャラクターの外見が、ユーザーの自己開示に与える影響を明らかにするための方法を提案する。 

 

背景 

近年、人工知能技術の発達に伴い、「対話エージェ

ント」が様々な場所・場面で利用、活用されている。

例えば、駅構内や百貨店などで対話エージェントに

よる、駅・駅近辺のナビゲートがすでに実用化され

ている。本稿では、対話エージェントを、人間と対

話をするソフトウェアである対話システムの内部に

組み込み、キャラクターや性別といった外見属性を

付与されている総合的なシステムと定義する。対話

エージェントはサイネージ・ディスプレイの中で CG

として現れる場合もあれば、身体を獲得したロボッ

トとして現れる場合もある。 

対話エージェントは、ユーザーと対話を通じてサ

ービスの提供を行い、もしくはユーザーの情報を聞

き出すという役割を担っている。対話エージェント

の利用は、自己開示の恐れを低下させ、個人情報を

開示することに意欲的になるような効果をもたらし

ている[1] [2]。これらは、人間が対面で情報を聞き出

すよりも、対話エージェントの方が正確な情報を聞

き出せる可能性があることを示唆している。また、

対話エージェントの開発企業は、利用者からの好意

的な意見を受け取っており[3]、一般的に対話エージ

ェントが認知されてきた証左と考えられる。 

対話エージェントの課題 

対話エージェントにキャラクターを付与すること

は、今まで機械として扱われてきたものに対して「人
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格」を投影していると考えられる。人間の場合、あ

る人物が持っている外見のステレオタイプが、他者

に関する情報処理に影響を及ぼすことが知られてお

り、それが自他の行為に対して影響を及ぼしている

[4]。これは人間だけでなく、無生物である「対話エ

ージェント」にも起こりうる可能性がある。先行研

究には、人々が一般的に男性タスクと思われる職業

には男性ロボットが、女性タスクと思われる職業に

は女性ロボットのほうが適していると認識した報告

[5]や、異性のロボットをより信頼し魅力的であると

評価したという報告[6]がある。また、対話エージェ

ントの顔の特徴が信頼や心理的リアクタンスに影響

を与えるという指摘もある[7]。さらに、外見だけで

なく、対話エージェントの性格についても影響を及

ぼすことが示されている[8]。 

これらのことから、対話エージェントにキャラクタ

ー性を付与し会話を行わせることは、機微情報を聞

き出せないといったタスクに関する悪影響のみなら

ず、社会的規範またはステレオタイプ的な期待をエ

ージェントの能力にあてはめて、特定の社会集団へ

のバイアスを強固にしてしまう可能性がある[9]。そ

のため、対話エージェント研究では、エージェント

が行う「対話」のみに着目するのではなく、対話エ

ージェントの外見やペルソナがユーザーや社会集団

に対してどのような影響を与え、話す内容、行為、

態度にどのような変化が生じるかも検証、分析する

必要があると考えられる。また、対話をしているユ

ーザーだけでなく、その対話の行為を見た他の人々

への影響力も「対話エージェント」の研究として扱

えるのではないだろうか。 

本研究の目的 

本研究は、医療ドメインを対象として、対話エー

ジェントの外見によるユーザーの自己開示・行動変

容に着目する。対話エージェントの利用は、医療ド

メインでも進んでいる[10]。このドメインでは、領

域特性から特に適切な判断が必要となるため、対話

者の情報を十分、かつ正確に聞き出すことが必要で

ある。その中には自己の機微情報も含まれており、

より良い診断のためにはこの情報をエージェントが

聞き出すことが求められる。 

そこで、本研究では対話エージェントのキャラク

ターの外見によって感じることのできた親和性を

「親しみ」として定義し、その差による実験参加者

の自己開示に対する影響を明らかにするための実験

手法を提案する。実験参加者は、多種多様なキャラ

クターの中から親しみを感じるキャラクターとそう

でないキャラクターを選択する。そして提示された

キャラクターに対して、実験参加者はキャラクター

が質問した項目について自己開示を行う。自己開示

内容はレベルによって深さが異なる。また、実験参

加者がキャラクターの外見のどの要素に親しみを感

じたのか、感じないのかを調査する。 

本稿では手法・評価の概要を述べる。 

 

 

 

図１ タブレット型問診票による例提示 

医療現場において患者に聞き取りを行う問診タブレ

ットを開発中である。上図は、女性キャラクター（医

師）による問診の様子であり、下図は、男性キャラ

クター（医師）による問診の様子を示している。質

問内容が、「タバコを吸っていますか？」の場合、キ

ャラクターによる影響は少ないかもしれない。しか

し患者自身の疾患の原因について記述しなければな

らない状況であり、かつセンシビリティな情報を開

示する必要がある場合、自分と同性の方が話しやす

い可能性がある。 

 

手法の模索 

 本研究では、対話エージェントのキャラクターの

親しみと自己開示の関係性を探ることを計画してい

る。実験参加者は、対話エージェントと対話を行い、

その中で自己開示をしていくこととなる。 

まず、実験参加者の割り当て方法とキャラクター



選択について説明する。次に評価項目として自己開

示項目とキャラクターの印象評価について説明する。 

実験参加者の割り当て 

 実験参加者は調査前に２群に無作為に分けられる。

１つ目の群は、キャラクターの中で被験者が親しみ

を最も感じるキャラクターと対話を行う群である。

もう１つの群は、キャラクターの中で実験参加者が

親しみを最も感じないキャラクターと対話を行う群

である。 

キャラクターの選択 

 実験参加者は、対話を行う前にそれぞれ異なる特

徴を有するキャラクターから「一番親しみを感じた

キャラクター」と「一番親しみを感じなかったキャ

ラクター」の両方を選択する。そして群によって実

験参加者は、それぞれ選択したキャラクターと対話

を行う。 

今回調査で用いるキャラクターにはそれぞれ「職

業」、「年齢」、「性別」、「イラスト的か写実的か」、「人

間か非人間か」の違いが明らかになるような設計を

行う。これはキャラクターへの印象が強く現れるよ

うにするためである。 

評価項目 

自己開示方法とその評価 

 本実験では丹羽ら[11]の研究で開発された自己開

示の深さを測定する尺度を利用して、２群に対して

同じ自己開示対話を行う。 

丹羽らが開発した尺度では、開示する自己の深さが

４段階のレベルで表しており、レベルが高くなるほ

どより深い自己を開示する設計となっている。レベ

ルⅠでは「趣味・嗜好」の開示であるが、レベルⅡ

では「困難な経験」、レベルⅢでは「決定的ではない

欠点や弱点」、レベルⅣでは「自分の性格や能力の否

定的側面」と、様々な状況の自己開示を確認するこ

とができる。丹羽らは自己開示を行う相手が、「初対

面の人」であるか「親しい友人」であるかで開示が

異なることを示した。そこで本調査では、それぞれ

「親しみと感じない」、「親しみを感じる」に置き換

えて利用する。 

今回は実験参加者とエージェントを実際に対話さ

せるため、それぞれの尺度の項目内容を対話コーパ

スに編集した。その一例を表１に表す。また調査で

は、すべてのキャラクターに対して同等の対話コー

パスを利用する。 

レベルが高くなるにつれて、実験参加者自身の内

面を引き出す対話文となる。そのため実験参加者が

その内容について発話したくない場合は、パスでき

る設計とした。 

実験参加者の自己開示度合を分析する方法として、

対話によって引き起こされた文章の中から、自己開

示に当たるキーワードを抽出する。１人のコーダを

書き出し、もう１人のコーダが発話内容を再度分類

し、一致係数をκ係数[12]で検証する。また、実験

参加者が実際に回答にかかった反応時間を計測し、

回答レベル、群によってどのような差が現れるかを

検証する。 

 

表１ エージェント対話項目の１例 

レベル 項目内容[11] エージェント対話用 

Ⅰ 休日の過ごし方 「あなたの休日の過

ごし方を教えて下さ

い」 

Ⅱ つらい経験をどの

ように乗りこえて

きたかということ 

「あなたはつらい経

験をどのように乗り

こえていきました

か」 

Ⅲ ささいな欠点（時

間にルーズ、など）

について他者から

心配された経験 

「あなたがささいな

欠点について他者か

らどんなことを心配

されていますか」 

Ⅳ 能力に限界を感じ

て失望した経験 

「あなた自身の能力

に限界を感じて失望

した経験を教えて下

さい」 

 

キャラクターの印象評価 

対話終了後実験参加者から、自身が対話したエー

ジェントのキャラクターの属性と印象、親しみにつ

いて評価を行う。キャラクターの属性は、「年齢」、

「性別」、「職業」を尋ねる。印象評価はエージェン

トに抱く印象研究である神田ら[13]などの指標を参

考に、SD 法を用いて計測する。 

親しみ評価については、実験参加者に対して、エ

ージェントの親しみを感じた部分、もしくは感じな

かった部分を要素ごとにリッカード尺度で尋ねる。

要素は「年齢」、「性別」、「職業」、「着衣」、「描かれ

方」、「話し方」とする。またその理由も尋ねる。さ

らに、対話したエージェントがどのような存在であ

るかを比較検討するために、身近にいる人から、初

対面の人までをスケール化し評価させる。 

上記の結果は、キャラクターの外見属性設計を行

う上で親しみを増加させるために注目しなくてはな

らないポイントや、外見属性による自己開示との関



連性を分析するために必要である。 

結論 

本研究では、対話エージェントのキャラクターの

外見が、ユーザーの自己開示に与える影響を明らか

にするための方法を提案した。今後はこの実験を進

め、自己開示と外見の関係性を分析し、医療ドメイ

ンでの実証実験の指針とする。現場での実際の結果

を含め、広く社会に受け入れることのできる対話エ

ージェントのキャラクターの設計指針の作成を目指

す。 
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